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一般的にスポーツ、芸術、産業における可視化された評価指標として、それぞれ「記
録」、「受賞」、「売上げ」といったものが使われている。それらの評価指標は競技者・芸術
家の進化、販売の促進を動機付けるものとして大きく貢献し、評価指標のベネフィットで

あった。他方、自然科学分野での研究力指標については、「何が適切か」という議論が永
遠に決着する見込みがなく、自然科学分野を進化させることへの動機付けとしての評価指
標、というベネフィットに繋がる議論にたどり着かない。

当セッションでは、１０年後もさることながら今年・来年の研究力の増強をも重要ミッショ
ンとする実務者URAの立場から、ベストでなくとも暫定的に受け入れ可能な自然科学系研
究力評価法をどのように決め、それをいかに自然科学分野の進化に向けた研究力増強へ
の動機付けとするかを議論したい。

当セッションに於いて、多様なバックグラウンドの３名の登壇者に話題提供いただいた

後、実用的な研究力評価法の具体的な提案に基づいて、報告者、参加者全員を交えた議
論を行う。 全体を通じた基軸として、評価の「コスト」と「エンカレッジ効果（ベネフィット）」を

置き、前者の最小化と後者の最大化を共有目標とする。焦点を絞るため、研究計画の評
価でなく、研究成果の評価を中心課題とするが、両者切り離せない側面は了解する。

研究評価に幅広い知見を持ち自らそれを意識した学内施策に取り組む矢吹氏を筆頭と
して、日米の多様な研究機関での研究評価を体験してきた横山氏のトークが続き、さらに
産業界において事業の最適化の観点から評価に関わってきた新岡氏に学術界とは異なる
観点からの洞察をいただく。

開催日時・会場 ９月１８日（金曜日） ９：００ - １０：３０ 会場Ｂ
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